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6万2千人（41,000千円）
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夜間の活用
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民間事業者コンテンツ

海水浴場と連携



夏
自由使用による活動



　米子市の規模、皆生の規模　（産業連関表Ｈ27年）　

※皆生温泉が属する業 362億円 



6万2千人（41,000千円）



通年利用に向けた試み
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遊泳エリア

海浜施設

２番湾
３番湾



海浜活用者ヒアリング

①通年活用に向けて
 ・ ２番湾、３番湾の砂 （要望）
 
②離岸堤
 ・割れ、沈みの心配




